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令和2年2月市議会定例会環境経済委員会資料

第 30 号議案

長崎市附属機関に関する条例の一部を改正する条例
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1 改正理由

長崎市においては、地方自治法第138条の4第3項等の規定により、行政の執行に

必要な調停、審査、諮問又は調査を行う機関として、附属機関を設置している。

今回、次のとおり附属機関を設置したいため。

2 改正内容

①附属機関の設置

、

長崎市附属機関に関する条例の一部改正

長崎市観光

振興審議会

3 附属機関の概要
＼

①名称

長崎市観光・MICE振興審議会

②設置目的

現行の「長崎市観光戦略」は平成20年度に制定しているが、長崎市を取り巻く

環境は絶えず変化しており、交流人口の拡大に向けて、その進むべき基本的な方向

性を多角的な見地から検討し、観光及ぴMICEの振興に関する戦略の策定及び進

行管理等のため、長崎市観光・MICE振興審議会を設置するもの。

③設置時期

令和 2年4月1日

④審議内容

ア観光及びMICEの振興に関する現状分析を踏まえた方向性の検討

イ観光及ぴMICEの振興に関する方針を定めた戦略の策定及び進行管理等

⑤開催回数

計画策定年度:年4回程度

進行管理年度:年1回程度

⑥委員構成

10名以内

(学識経験者、観光まちづくり関係団体を代表する者、観光関係団休を代表する者、

商工業関係団体を代表する者、産業関係団休を代表する者、市民)

名称

MICE 本市の観光及びMICEの振興に関する重要事項の調査審

議に関すること。

担任事務



⑦任期

委嘱日から2年間

⑧報酬

会長日額8,700円、委員日額7,部0円

(9)令和2年度のスケジュール案

令和2年7月~11月ア審議会開催

イパブリックコメント令和2年10月~11月

ウ庁内意思決定 令和2年12月

工市議会への中間報告令和2年9月定例会

令和3年2月定例会オ市議会への報告

策定作業

4月 5月 6月

審議会等

委
員
選
定

7月 8月

令和2年度

議会報告
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9月 10月

4 施行日令和 2年4月1日

Ⅱ月 12月 1月 2月 3月
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5 新旧対照表

第1条から第3条まで(略)

長崎市附属機関に関する条例

別表第1(第2条関係)

現行

附属機関

の属する

執行機関
等

市長

名称

(略)

長崎市宿

泊税検討
委員会

担任事務

教育委員

本市の宿泊税の導入に関す
る重要事項の調査審議に関

する二と。

'△、
:^

第1条から第3条まで(略)

上下水道

事業管理
者

長崎市附属機関に関する条例

(略)

改正後(案)

別表第1(第2条関係)

別表第2 (第2条関係)

(略)

(略)

附属機関

の属する

執行機関
等

(略)

【参考】地方自治法(抜粋)

市長

第 138条の 4第3項普通地方公共団体は、法律又は条例の定めるところにより、執行
機関の附属機関として自治紛争処理委員、審査会、審議会、調査会その他の調停、審

査、諮問又は調査のための機関を置くことができる。ただし、'政令で定める執行機関
については、この限りでない。

(略)

名称

(略)

(略)

長崎市宿

第202条の3 普通地方公共団体の執行機関の附属機関は、法律若しくはこれに基く政令
又は条例の定めるところにより、その担任する事項について調停、審査、審議又は調
査等を行う機関とする。

2 附属機関を組織する委員その他の構成員は、非常勤とする。

3 附属機関の庶務は、法律又はこれに基く政令に特別の定があるものを除く外、その
属する執行機関において掌るものとする。

担任事務

教育委員

本市の宿泊税の導入に関す
る重要事項の調査審議に関
すること。
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上下水道

事業管理
者

(略)

市の観'及びMICEの

別表第2 (第2条関係)

(略)

(略)

にすること

(略)

る重要事項の

(略)

(略)

3

寸検
会
税
員

1

こ

一
・
M
振
会

振
査



【参考】(仮称)長崎市観光・ M ICE戦略について

「長崎市観光戦略」、「長崎市観光振興計画2020」及び「長崎市アジア・国際観光戦略」

につい.ては策定から一定期間が経過し、改定が必要であることから、新たにM ICEに関

する事項を加え、」つにした新たな「(仮称)長崎市観光・ M ICE戦略」を策定する。

平成20年度策定※「長崎市観光戦略」
平成訟年度策定※「長崎市アジア・国際観光戦略」
平成27年度策定※「長崎市観光振興計画2020」

休系図

(仮称)長崎市観光
・ M I C E戦略

基本構想
(長崎市観光・ M ICE振興審議会)

アクションプラン

お1孫氏1

別紙2

別紙3

基本計画
(長崎市とDM0で協議しながら策定)

・(仮称)長崎市観光・ M I OE戦略

長崎市が目指す「21世紀の交流都市」に向けて、国内外の観光客の他、 M ICE、ス

ポーツ、文化などに係る来訪客を含め、まち全体で受け入れ、利益を享受するため、 D

M0をはじめとする「民」と長崎市とが官民共有する方向性やそれを達成するための基

本的な施策を示す観光・MICEに関する基本構想・基本計画である。

実施計画

(主にハード面)

長崎市策定

・資源磨き
・情報提供・誘致
・受入環境整備
・消費拡大
・広域連携
・観光まちづくり

連携 実施計画

(主にソフト面)

DM0策定

4
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長崎観光を取り巻く状況

国,県の取り組

国は、「観光」を21世紀の重聾な政築の柱に位置づけ、

観光立国の霽現に関する施策を認合的かつ計西的に推

進するために、平成19年からr観光立国推進塁ホ法」を

施行し、;欠の4頃目にわたる峯本的施縦を謁じてい韮す。

国際鰯争力の高い魅力ある麹光地の形成
光産業の国際熊争力の強化及び
叙光の振興に寄与する人材の冑成

幽際訟光の振

.,級光旅行の促進のための環墳の整

特1、国線観光1 力を入れ"6日外国人簾イJ者を2010

干成22年まてι』1.000万人にするため」「成15年

震かウノリト・ノハン・キ、ンヘノを実施してい

ます。あわせて、外国人受入の瑞境処備事業や人材霧成

事業など、地域の民問組織による細忠と工夫に爲んだ胡

光地づくりを支援する観光ルネッサンス耶粛により、囲

際簸争力の高い霞光地づくりを椎進しています。なお、国

においては、平成20年10月に設光庁を創設する方針です。

談た、長凱では、「観先立蝶儒」を目指して、県

民が認力を結然しτ顕光娠捉を促進ずるため、平成

18年に{'県観光振奥条」を制定し談した。この

理念を鈷季え、平成19年に「察観光振興基本計西」

を乗定し、次の方向性を足めてい悉す。

0県民謝参加による故光の振興
0福岡都市回からの誘客強化

0東アジア地域からの誘客促進
重点化と運携による光地づくりの椎進
地域ネツトワークの構築

長.市の観光客数は、長前「旅1櫛覧会が問

催された平成2年の628万人をビークに減少

を疑け、平成 16年には493万人と 19年ぷり

に500万人を割リ込み談した。全国総観光地

化や修学歳行の滅少、淘外朧行の増加などの

流れに加え、餌光スタイルの多様化などによっ

て従釆塑の覗光地が茜,を強いられ、長市

も例外ではなかうたと考えられます。さらに、

泊費単価の。い宿泊客数がよリ澁少しており、

観光消擶舗は一殴と滅少し家した。

こうした中、長時市は、"護ち歩き"によつて

地元の人Qとふれ合い、独特の生.活又化などを

楽しむ「さるく栂」1こ取り組み、平成 18年

は570万人と平成4年の水準まで回復しました。

また.外侶人宿泊盡数も、韓国・台沼・中国など

東アジアを中心に急増した糖架、平成18任は

14万人となり、外国人起光客の誘致や受入想

勢の駐備が霧恋な課額となっています。

これを鰻済而からとらえると、平成16年の

般光消費顧680母円は市内認生産1兆4,936

但円の4.6%を占めてい護す。観光は宿泊や巡期、

飲食菜など裾野,が広く、交流人口の増加が地域

紐済に与える彫曙は非常に大きいため、魁力

向上と脩蛤発恨による麹光客噐致が求められ

ています。中でも、経済効果が六きい宿泊観光

客の満足度を向上させ、りビーターを増やずこ

とが課肋です。

①の意識づくりをぺースに「観光・

まちづくりを意識したソフト・ハ

ード面での事業推進の徹展Ⅱ関

連担当部周との密接な情報交換

及び連携Ⅱ全職員の観光・まち

づくりに関する意識浸透」を図る。

ず

長蛯聯管器%籍黒t覇蒲斯
を堀り起こし、 の強みを市民や観光客に伝えていく形でfま

ち活かし・ひと活かし」に取り組んでいます。これは、地域を知

ることによコて、次世代に伝えていくぺき財彦を認識し、それを

故光に結び付けて地域活性化を図ることにより、「住み良い承ち」

と「観光客にとって魅力的なまち」との融合を目指すものです。

この考え方を発展させ、市民や事業者、行政が「観光は長嫡

の重要な産業である」との意識を持つて相互に連摸し、主体的

に取り組むことが重要であることから、今径の観光推進にあ

たつては"わたしがつくる国際観光都市「長喝」"を理念とし季す。
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長観光を取り巻く状況から観

光業は裾が広く、交流人口の増加

が地域を活性化させることが分か

りました。また、観光客の満足度を

向上させ、りビーターを増やすことが課盟のひとつです。

このような課慰を解決するための前提として、市民

や事業者、行政が連携しながら、それぞれに意識を高

める必要があります。

国民の旅行などに関する意詩をみると、今桜

の生活で力点を置きたい分野として「レジヤー・

余暇生活」の割合が35.1%と最も高く(国民生

活に聞する世論鋼査)、体的な余昭活動の参

加希望軍は、「国内観光旅行」が72.4%で第1位、

藥2位が「外食158.3%、第3位がrドライブ1

47.4%、第4位が「}毎外族行」40.8%と、羅光

簾行への参加希望は非常に高くなつてい護す(レ

ジャー白告2007)。

今後、日本の人口が減少していく中、団塊世

代の退駐に伴う余暇活動の拡大が予恕され、こ

れらの年代膳の二ーズを訟表えた設光地づく

りが逐要となつており、長期渇在やりビーター

の硫保による宿泊数の増加が課閣です。ちなみ

に、国民1人当たりの倒内宿泊観光旅行(平成

18年)1盆、回数で 1.73回、宿泊数で2.フ7油と

なコており、国は宙泊数を増加させる方針を打

出してし、ます。

一方、国際翻光においては、世羽観光娘【勤(U

NWTO)の推計によると、来アジアの発展により、

B本を含む東アジアなどの圈際釧光客到着舌

数は、1995年(平成7年)の釣8千万人から

2010年(平成22年)には釣2俺人、2020年(平

慮32年)しこ1才釣4億人になると.込まれてい

諺す。これらの外国人観光宴の取リ込みは、ビ

ジット,ジャパン・キャンペーンの実範など、御

においても誌極的に推進されており、国内設光

地の望要な課距となコています。

市においても、九州観光雄進機栂や長

県との迎携による誘致活動、一伝活動と劭わ

せ、受入体制の整備など将来に向けた対乗が

必要です。

^日帰客致万A

^うち学生の宿泊客数("A

16年

・ f

●孔,

^アジア

^アメリカ

16住

^ヨーロツノ

モの他

17年

国際観光都市としての

市民一人ひとりの

意識づくり

18年平廠

市民一人ひとりが「観光は長

の重要な産業である」との愈識

を持ち、「おもてなしの心「おも

てなしの言葉Ⅱおもてなしの行動1

で観光客を迎えるよう努める。

観光資源を活かした

事業展開を進める

業者の意識づくり

①の意識づくりをぺースに1長

の観光資源を活かした物やサービ

スの捉供」「事業者問における惰

報交換及び観光・まちづくりに関

する連捌r事業書内における観光・

まちづくりの息譲浸透」しこ努める。

国際観光都市を

実現するための

行政の意識づくり
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長崎にしかない

力を磨く

キリスト教の伝来と共に開かれた長叫は、江戸時代偏は

国際貿易港として西洋・中国文化が入り全国へと伝わりま

した。翠朱には坂本醇馬らが日本の夜明けを導き、開国後、

居留地が聾備されると、異国情緒あふれるまち並みが形成

され、その磯、産業而では造船業などが日本の近代化をりー

ドしぎした。また、欄投下の悲劇を乗リ越えるなど、日本の

中でも際立つた歴史准有しています。

歴史の魅力

長飴市には、特有の歴史や文化などの観光源が多く、

「異国情諸や歴史と浪などのイメージは定していますが、

実際に長崎に来るとこれらが実感しにくいというケースも見受けられまず。

の魅力をストーリー化する試みのひとつが崎さるくですが、

それ以外にも霞光客が蛤の魅力を近に感じたり、

体嚴レたりできる工夫が必要です。

また、市民が崎のまちの魅力を知ることが何より大如です。

5つの魅力とそれらを活かす主な施を紹介します。

◎西洋との出会い

0中国との出会い

0鎖国下の繁栄

0幕末から維新

0闇国と近代化

0被燃と祖興

(南蛮易とキリスト教など)

【中国貿易と唐寺など)

(禁教と寺社、出、唐人屈跡など)

(グラバーと幕宋の志士逕など)

(居岳地と垣工業の発展など)

(平和公園、原煽資料館など)

主な籠鍛

①ほちなか再生計凾」などと連して、往時の長岫を体感
できるようなエリアやルートづくり

難「畿ちなか珂生計西」とは、薗市の歴史的な立化・伝郁を有する旧市
樹地を長崎ならではの個性と処力ある空問へ再生宇るための計面

②「長崎さるく」の定・拡

充(人物、文化、平和など

をテーマとした新コー
^

,、
スの設定とガイドの成、

分かりやずい説明板や

親しみやすいモニユメ

ントの設など)

③大学との邇携による長崎の優安勗究や国際的な長燭学

会などの閉催

④平和を発する活勤の拡大(平和ガイドの誌化、平和を発

信ずる世界的音楽祭の闘催など)

港を取り性く山々、斜面地と坂段、周辺部の乗落、

淘線、と淘、温泉など

主な応策

①まちを取リ轡く眺望や観光源周辺の最観整備なとによる

英しい蜆の確保(fまちなか再生計薩」などと連携した整備)

②夜鶴光の推進を

図るための稲佐山

の魅力向上

(ア)洋館などの歴史的建造物の活用(資斜館や盾舗と

しての活用なと)

(イ)唐人展敷跡の整備

(ウ)中川周辺と中通リ、寺町周辺の体的な雰囲気

づくり

(エ)丸山周辺1」おける和の雰囲気の創出

港を中心に広がる斜面地ならではの観や稲佐山から

の夜、歴史に育まれた多様なまち並み、さらには、含併地

区に代表されるや淘、温泉、棚田なとの地域特有の風

や自然の魅力にあふれています。

③長岡港周辺の整備(出島ワーフの活性化など)

④合併地区の観光資源の活用(サンセット・オーシャンロー

ドの活用、グリーン&プルー・ツーリズムの推進、釣り体験、

ダイビングなど)

⑤温泉などの箆しをテーマとした飢光スタイルの拡充

班と自然の魅力

'
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畏崎=、西洋や中国との長い交流を通じて湖外文化の影

を受けており、他郡市に類を見ない国際色豊かな文化に

恵まれています。

文化の魅力

長岫の艇史・又化などの原には、そのま沃では見えないものや体

感できないものがあり、観光客が興味深く見て体慈できるように工

夫する必要があります。

b,4

、
,

. .

文化行事等

キリスト教又化、仏教文化、くんち、

楠霊流し、嵜節祭や婚祖文化など

◎至術

のために、物語生を持オ・せた,、子やマツブの成、モ メン

斜館の段'、時 tを伽で、る,アの形成、市民によ

イト、イペノトの 1造ドッマや映画化なを検討し、!住し悲ヨ'。

の

るブ

◎食

(都、甑牝)

0工芸品

卓抵料理、普茶料理、中華料理、

カステラなと

ぺつ甲、螺鈿細工、長婚刺掃、

銀細工、ビードロなど

主な臆築

① 1長崎の教会諜とキリ

スト教関迎'産」の世

界遺産への登録推進

と整備(享曳会と周辺集

落の文化的景般の整

備、教会群の巡礼ル

ートの設定なと)

長崎市では、聞国後の白本の近代化を推進した炭鉱や造船、

水産などの産鐵が発展し、現在でも造船から派生した境や

新エネルギー閲連の世界トップクラスの技衛を誇るほか、彦

業面から免亢日本の近代史の珂要な'産が多数存在します。

産業都市としての魅力

②文化や人などに焦点を当てたイペントの創出【居留地、

クリスマス、くんち、娠祖、シーポルトと劭じさい、坂本閣

馬、長崎街道に関するイペントなど)

③夜型イペントの創出

④観光客向けの体験メニユーの拡充

⑤市民文化活動の活用{長崎の伝銃文化や葺能の発表など}

⑥新たな姦術の創逗(若手芸術家の育成,拠点づくり、コン

テストなど)

⑦食と物産の聞発(食や物産のコンフスト、マノプ作成、物

蠢館の検討、物産流通脆策との連携など)

造船、垂扱、石炭、水産など

主な施紫

①産業'産の整備と世界

遺産畳録への推進(輩座

、池炭鉱、ソロパン

ドツクなど)

②遣船叢の発展や貨客船時代に因む資源の観光的活用(長

嫡造船所史料館、上海翫路時代の資料などの活用)

畏抹にわたる国際交流の歴史により、

西洋・中国文化は白常生活のあらゆる

ところで長飾独自の魅力として息づい

てい弐す。弐た、現在も、数多くの国際

観光船が入港する魅力的な港町です。

国際都市としての魅力

主な飾策

①東アジアをターゲットにした長崎のイメージや観光棄材

に閥する憂礎的なモニター胴査と分析

②上記①をもと1、した国際都市の雰囲気を醐し出す護ちづ

くりやイペントの開催

③「平和都市,長岡」としての世界への梢報発信

一
.
一

'
0
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観光推進態勢の

強化

②観光施設や宙泊施設、交通産撰や飲食鍬などにおいては、

のい接客により観光客に好印象を与えることが大胡

であり、きた旬の惰報伝達の面で里要な役割を担っている。

関連鐵は、こうした認謹に立つて業や人材育成に

取リ組むとともに、行政との連携を藏化し、般光都市とし

ての魅力の向上に男めるぺ昏である。

③般光客にとって、地元の人々との交流は僚の大きな楽し

みのーつである。市民一人ひとりが観光客1」もτなしの

気持ちで接ずるとともに、観光大使として全国に畏岐の

魅力を伝えるよう心がけることが臣要である。

多様化オる観光客の二ーズなどを把し、それに含わせた企画が要です。

漆た、効果的に穀を発亨ることで、国内外から観光客を誘致し、

その故光客を満足させる体制を強化しなければなりません。

霞光を強化するには、市民や者、行政が

遅携しながら取り組む必要があります。

個人観光客(潜在を含む)、床行会社、交通機関などに

対するモニター畑査を定朋的に行い、ブランドイメージの

確立を図る.また、具体的な施策を立案・実行し、その成梁

を検証して、改善に結びつけ、その結果を次の計画に活か

すことで、効果的な観光推造を行う。

動向調査と立案

検証過程の確立

実施 ..

①モニター胴査などにづき、ターゲットや媒体を鮫った

効牢的な手法で惰報を発信する.

②巨大マーケツトである閏染・閲西の大都市における情

報発信を強化するとともに、近でりビーターの多い福

冊を中心とした九州囲内への慣報発を主要な柱と宵る。

③ホームページのほか、ブログやメールマガジンなどのICT(姻

報通技衛)を活用して、「崎さるくⅡ談光施設」「イベン

ト惰ネ副なと、旬の

霞光情報を発信す ^ー^

るとともに、問

や予約を受け付け

て利用の利便性

^ーーぼ高ゞ"'ー.^^^"

^
^^^●^■.^吋^

充実する. ^^●^^"^

効果的な惰報発信

①観光客誘数の中心となる(社)長岬国際観光コンペンショ

ン協会について、民問経験老の登用などによって企画力

や販売力を強化する必要がある。特に、経済効果の大き

いコンペンシヨンの誘致に力を入れることが求められる。

②広域的な観光推進の剱点から、佐世保や雲仙、玉など

の県内各地との遡携を図り、観光ルートの設定や慣報発、

誘致活動などを展醐する。また、束アジアを中心とした外

国人麹光客については、長嶋県や九州観光推進撥欄など

と巡携した誘融活動を実施する.

観光・コンベンション

誘致体制の強化

今、
ー、 ^

. .

^^^
^^^゛^
'^^^

④長蛸の歴史やゆかりの人物などをテーマとした観光ルー

トの設定や、それらを活かしたフィルムコミッションによ

るセールスを拡充する。

⑤その土地ならではの食や名産品は観光客の大きな楽し

みであり、よく知られた棄材のうんちくを交えて紹介した

り、隠れた素材を発掘し

たりして、霞光客にとって
゛

分かりやtいマップなど
働

で慣報を提供する。

①按雑な地形の長崎を歩いて楽しむためには、分かりやす

いマップの作成や観光案内叛の充実を図るほか、観光案

内所やさるく茶屈の設、市民や観光・交通那業者の協

力などにより、諾合的

な案内システムを摘

築する.また、外国人

観光客の増加'」対応

した案内体制の駐備

に努める。

^
●^●^』^^
●、^^^

^
^^^^●.』

観光案内体制の充実

、_ーノ

^電^^^



観光とまちづくりの

推進

よ1'」10 11 D!n"'t り

詔光客にとつての長崎の魅力は、狭い味の霞光源だけではなく、

まち並全体が醇し出す品格や雰囲気が大きな魅力となつており、

これを配慮したまちづくりが今後のりピーター確保にとつて要です。

これは、市民生活にとっても不可欠なものであり、まちなか再生計画などで

進めているまちづくりを行う際に、観光客の視点も勘する必要があります0

ここでは、光とまちづくりの推進に必な項目と

市民事禦者行政が取リ組める具体例を紹介します。

まち並み景故の保全と形成の推進

長皓特有の歴史・文化を醐し出す景観が少しずつ失われ

ているが、fまちなか再生計画などと連し、次世代1、残す

ぺき弐ち並みや殻光源の周辺の眼を保全・活用する.ま

た、獣ち並みにふさわしい漣物デザインの推進や磁線の地

中化、屋外広告物の規制などにより、処力的な眼を形成ずる。

市民「まちなか再生計画」に沿つた設計・建築

1真業者「宗な'に台っこ

電線の地中化
政
屋外広告物の規制

'台北

境美化の推進

観光客や市民が、氏ちなかを快辿ιL歩けるよう、璃境英

化に努め、植栽などによる綱現整備を推進ずる。

市 民

卯蹴者

地域の滴柵活動への参加
地域の花の値埋

ゴミス丁ーション設への協力

地雌の凋掃活動への参加

耶韮所の軒先などへの樋貌

ゴミや放パイク対東行政

ユニバーサルデザインの推進

齢者や陣杏者、外国人が爰心して観光ができるよう、

観光施設や歩道などのユニバーサルデザインを推進し、パ

リアフリーマップを作成するなど、すぺての人にやさしい

観光地づくりを推進ずる。

コンベンション環の整備

国即競光などに皿璽で罰る大型コンペンシヨン施設が木

足しており、その盤備を推進するとともに、コンペンシヨン

の誘致・運冨を担う組纏の育成が求められる。

オ司＼

市 民

事案者

パスや甜瓢で高齢者やm審者ι」席をゆずる
外国人観光客への外国語でのあいさつ

板などの"国語標記

施設などのバリアフリー化・外国語標記

パリアフ,ノーマッブの作成
歩道・施設などのバリアフリー化・外園語標記

^

行政

国際観光への取り組み

駐車場対策の推進

観光地周辺の駐車場の改誓を求める翌望が数多く出さ

れており、駐車堀の整備や慣報提供の充尖、パークアンド

ライドの利便性向上などを推進する。

市民観光シーズンの公共交通椴聞利用

耶業者畦車蠣の堅儒

行政パークアンドライドの利便性向上

国際観光市とりわけ、急速に拡大する東アジアの霞光客を長崎に呼び込むため、

本格的な二ーズ調査と戦略(受入のためのインフラの倫や効果的な報発信など)を策定する必要があります。

特に、中国、輯国からの誘客が要課舸であり、九州観光推進機楊や県との迎に加え、市独自の取り組みの検討を早急に進めます。

交通アクセスの整備・充実

九州新酔織西九州ルト(長埼ルト)の実現や長0奇自

動堺造と女神大播の接緬は、地域の活性化と発展のため

1、必要である。掌た、肺路(飛行機、船)の拡充または早朔

実現が地域の活性化と交流1、必要不可欠である.

北票.

楢州
.

菩湿

輩山

.

上海

.

.

東現
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「悶光」という言葉ιま、中国の四五経(綱教の

経典)のーつT易経jの一節、「観国之光、利用

于王(国の光を観る、もつて王のたるに用い

るによろし)」に由来し、「地域のすぐれたもの

を観ること、観せること」を意味します。

日本では、安政2年U855年)、長暗の海軍

伝習所にオランダから懇られた藻気船にこう

した意昧を込めて「観光丸」と命名されたのが、

観光という葉のはじまりであり、畏崎は観光

発祥の地といえます。以釆、江戸時代に西洋に

開かれた唯一の国際都市であった長崎は、独特

の歴史文化によつて人々を魅了」、戦後の高度

成長期には日本の観光をりードしてきました。

しかし、日本各地の総覗光地化、海外旅行の

一般化に加え、従来の物遊山型から体験や学

習型への観光スタイルの変化などにより、旧来

の観光地は苦職を強いられ、長崎もここ十数年

は観光客の城少が親いています。

長岫餓光の再興にあつたては、上記のような「観

光」の原点に立ち返り、燭のまちや人の1光

を引き出し、磨き上げ、人々に観せることが重

要です。

平成18年に聞催された日本ではじめての承

ち歩き博会「長飾さるく博'06」は、この理念

を実践することによつて年周般光客570万人

を達成し、全国から注目を浴びました。また、地

域文化への愛や誇りを持つ市民が増加し、そ

の後の漆ちづくりへの機通をめることにつな

がりました。

今按、知的欲求がい日本人観光客が増加す

るとともに、東アジアからの国際観光客の拡大

が見込まれ弐す。そのような中、長偏は、「長峠

さるく博」を土台にさらなる挑戦を行い、本物

の歴史や新たな文化創造によつて人々をひき

つけ、りビーターを獲栂し、長崎のDNAである"交

流都市"としての輝きを取リ戻Tことで、再ぴ観

光のトップランナーとしての地位を目指すぺき

です.

同時に、市民や事業、行政がf観光は長崎

の垣要な廊業である」という織を持ち、観光

を通して新たな事業を育成し、地域経済を活性

化することも重聾です。観光害数が、過去のピ

ークであつた早成2年(長崎「旅柳覧会)の

628万人のレペルまで回犠させることを目指し、

将来的には1,000万人の観光客を達成すると

の強い決を持つて、市民や耶業者、行政がー

体となつて観光振興に取り組むよう1観光戦略」

を策定し弐した。
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長帥淘重伝所之田(財団怯A

来このパンフレソトは、観光間係者で組織された「畏喝市観光戦略策定会韻」

からの報告田や市民からの見を路まえて.作成したものでず。

特敦霊剛埜)

堺集・縄行

艮埼市さるく般光課

〒850-0031 長嫡市桜町4.1 商工会朗4陪

Tel 095829 1314
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「長崎市アジア・国際観光戦略」の展開方針

・国内の総人口が、長期の人口減少過程に入り、国内観光客の減少が将来予

想される中、経済成長を続けるアジア等からの外国人観光客を取り込んでいく

ことがますます重要となっている

文化的な違いによる旅行シーズンをうまく取り込み、国内観光のオフシーズン

にも誘致を実現することで、年間を通じた観光客誘致に貢献する。外国人観

光客をターゲッNこしたショッピング環境や宿泊施設、外国語表記の推進、1C

Tの活用等において、国内観光にはない民間活力の起業、進出を促すこと

で、新たな雇用の場の創出や地域経済活性化を促す。
^

◆プロジェクトとしての"集中的取組"◆インバウンド促進に向けた"一常的取組"

H26~28年度

(スえγfz)..."・・・・・"H23~25年度

(ホップ) .....'......."......

次期アクションプラン(H26~28年度)の実行
アクションプラン(H23~25年度)の実行

【認知度アップ】
【受入体制の整備】

【高付加価値化】
●外国人観光客が快適に長崎
の滞在を楽しんでもらうため ●東南アジアや欧米に対し、長
の受入体制の整備 崎の魅力を発信し、国際観

光都市としての認知度を向・多言語表記案内板の整備
上させる(平和都市、端島等

・多言語マップ、指差し会話シ の活用)
ートなど"'ソール"の整備

●夜景等による宿泊型観光の
ディスカウントカードの導ノ

推進、富裕層の誘致促進
クルーズ、ななつ星等)など

東アジアからの観光客誘致の強化

・巨大市場である中国からの誘致

・韓国市場におけるりピーター確保、個人旅行誘致

・香港、台湾市場の個人旅行誘致

.

.

.
.

長崎市アジア・国際観光戦略の目標値

市内外国人延宿泊数を

H32年までに40万人に増加させる

※第四次総合計画の目標値 H27年までに30万人に増加させる

...昌島

.
.

H29~32年度 J
(ジャンプ)^:...皿 ■■゛.

偶■

目標達成に向けた取り組みの実行

"世界遺産""MICE施

設""九州新幹線西九艸1

ルード'等の新たに加わ

る資源(魅力)を積極的

に活用することで、目標

を達成させる

●外国人観光客がもたら

す経済効果を長崎経済

に最大限取り込んでいく

ための取り組み(新たな

雇用の場の創出や地域

経済活性化を促す)

東南アジアや欧米からの観光客誘致の強化

・東南アジアへの情報発信強化

・平和都市、端島等を活用した欧米からの誘致

巨亟司
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市内の人口減少と消費低迷の懸念
国内人口減少に伴う旅行者の減少

訪日外国人旅行者の増加
観光振興による地方創生への期待の高まり
地域間競争の激化

課

①長崎独自の観光資源のさらなる磨き上げが必要
②戦略的な事業展開のためのデータ分析と効果的な
情報発信が不十分

③外国人観光客の受け入れやりピーター獲得の
ための態勢整備やおもてなしの充実が不十分

④観光消費の拡大に向けた仕掛けづくりが必要
⑤広域観光の推進に向けた他の自治体等との
連携強化や交通基盤整備の推進が必要

⑥持続可能な推進態勢の構築が必要

準値【平成26年
① 観光消

②観"客

3 観光消費単価

④ 就業者誘発数

⑤ 観光満足度
リピーター率⑥

長崎市光振興計画2020の施策体系

(2014年)】
1,243 イ円

6,306,800 人

19,699円

27,503 人(県内)

54.3%【平成 25年】

(国内) 63.8%【平成 23~25年の平均】

(海外)

観光振の将来像

住む人が誇り、だれもが訪れたいまち
交流の産業化」しこよる「人を呼んで栄えるまち」の実現

重点施策と重点エリア

(1)重点施策

①世界遺産(候補)の保存整備と活用
②夜景観光の進化

③外国人観光客誘致の取組みの推進

(2)重点エリア

①中心市街地エリア

②浦上エリア
③外海エリア

④端島を中心とした南部工,

課題の克服に向けた手段=基本施策

長崎独自の歴史・文化等の資源磨き~ひきつける~
ビッグデータ等の分析に基づくマーケティングの推進

受入態勢の整備とおもてなしの充実~もてなす~
観光消費拡大の仕掛けづくり~しかける~
広域連携の強化~ととのえる~

見直し

施策の展開(基本施策'個別施策)

(1)計画の進行管理と推進体制
PDCAサイクルによる進行管理

②産官学等の連携による推進体制

②持続可能な推進体制の構築

①長崎市版DM0の確立
②長崎市版DM0の推進計画

計画の推進体制

長崎独自の歴史・文化等の'源磨き

1)歴史・文化の'源磨き

ア世界産(候補)の保存・活用

イ歴史文化基本構想等に基づく歴史・文化の保存・活用
ウ出保存管理計画に基づく国指定史跡の拡大と魅力向上
工海外の交流の歴史や平和都市としての情報発信
オ芸術文化を活かした、まちの魅力向上
(2)自然,や食文化の活用

ア夜景の魅力向上

イ朝型観北貪源の掘り起こしと活用

ウ周辺域におる地域特有の'源磨きと活

~よぴこむ~

2 ビッグデータ等の分析に基づくマーケティングの推進

(1 光向の調・分析

アビックデータを活用した観光動向・消動向の分析

イ光スマートシ丁イ構想の推進
(2)効果的な報発信

アー元的なシティプロモーションの展開
イ M CE誘致対策の推進
ウ修学旅行の誘致強化
(3)通年型観光の推進

ア祭りの活用

イ大型イヘント(野外音楽スボーツイベント)等誘致強化

計画目

観消費

光客

光消単

者

観満足

リビーター

(KPI:要評指)
【平 32年(2020年)】

額:1,600円

710万人

22,536円

35,600人(内)

度:60%

(国内)67%・(海外)14.5%

巨亟司

3 受入態勢の整備とおもてなしの充実

(1)受入,勢の整備

ア世界遺産(候補)の受態勢整備
イ外国人光客の受入態勢整備

ウ観光二ーズに即した観光案内体伽の整備
工交通アセスの改善
オ宿泊施設の強化

2)おもてなしの充実

アユニバーサルツーリズムの推進

専門的ナ'人材の確保と育成に向けた推進体制
ウソビ、・プライドとおもてなしの成

5 広域連携の強化

D 国・県・他市町との連強化
ア国との連携強化

イ九州との広域連携推進

ウ県内自治体・観光施設との連携推進

4 観光消拡大の仕掛けづくり

光消の拡大

ア着地型旅行商品の企画造成
イ食と光の連携強化

ウ外国人観光客による消拡大
②光をけん引する産業の育成
ア特区伽度の検討

イ同ーテーマこお1 る他地域との連携

2 広域観光の基盤整備

ア九州新幹線西九州ルートの整備及ぴ関連事業の推進
イ松が枝国際光埠頭の2バース化

ウ長崎空港の24時間化

工九州横断自車道長崎大分線における長崎IC~長崎多良見ICの四車線化

.
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③
④
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⑥
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